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大洪水から１年、復旧に格差

2011 年 10 月４日、アユタヤ県最北部に位置す

るサハラタナナコン工業団地の堤防が突如決壊、

中小企業を中心に同工業団地に入居していた企業

全てが洪水で被災した。10 月８日未明にはバン

コク以北で最大の日系企業数を誇るロジャナ工業

団地も洪水に見舞われた。以降、ハイテク、バン

パイン、ファクトリーランド、ナワナコン、バン

カディとバンコクの北に位置するアユタヤ県およ

びパトムタニ県の主要な工業団地が次々と北から

の「巨大な水の塊」に飲み込まれた。

大洪水の被害を受けた７つの工業団地の企業数

は、ジェトロが確認できただけで 804 社、うち

日系企業は 55.8％を占める 449 社にのぼる。ま

た工業団地外に立地する企業も少なからずあり、

洪水の被害を被った日系企業は工業団地内外合わ

せ少なくとも 550 社を超えると見られる。

あれから１年、洪水に見舞われた工業団地は、

2012 年 10 月上旬現在、会社更生中のサハ・ラタ

ナナコン工業団地を除き、堤防設置工事がほぼ最

終段階に入っている。多くの企業が生産を再開し

たものの、依然として困難から抜け出せない企業

もある。タイ工業団地公社（IEAT）によれば、

2012 年 10 月 1 日現在、７つの工業団地にある

839 工場（注１）のうち 684 工場（81.5%）が生産を

再開した。そのうち完全再開に至った工場は 457

工場（54.5％）で、残る 227 工場は部分再開にと

どまっている。また、依然として生産を再開でき

ていない工場も約１割（87 工場）ある。

再開遅延の主な理由は、①生産再開に不可欠な

損害保険金の受領手続きが終了していない、②カ

スタム生産設備の導入に時間を要して

いる、などが挙げられる。その一方で、

支払われた損害保険金が当初見込んで

いた額に届かず再開を断念する企業も

ある。さらに被災工場の閉鎖や将来の

洪水リスク回避のため他地域への移転

を決めたのは68工場（8.1％）にのぼる。

大洪水発生の背景と原因

タイの中央部を流れるチャオプラヤ

川は、これまで毎年のように小さな氾

濫を繰り返してきた。タイ北部から流

れるピン川、ナン川が中部ナコンサワ
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〈図表1〉　洪水で被害を受けた7工業団地の工場復旧状況
（2012年 10月 1日時点）
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サハラタナナコン工
業団地 46 14 13 58.7％ 14 30.4％ 5 10.9％

ロジャナ工業団地 213 100 66 77.9％ 22 10.3％ 25 11.7％

ハイテク工業団地 143 101 12 79.0％ 17 11.9％ 13 9.1％

バンパイン工業団地 90 51 28 87.8％ 10 11.1％ 1 1.1％

ナワナコン工業団地 227 90 96 81.9％ 20 8.8％ 21 9.3％

バンカディ工業団地 36 17 12 80.6％ 4 11.1％ 3 8.3％

ファクトリーランド
工業団地 84 84 0 100.0％ 0 0.0％ 0 0.0％

合計 839 457 227 81.5％ 87 10.4％ 68 8.1％

（資料）タイ工業団地公社（IEAT）


